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要旨

平成 10 年から 11 年（1998～1999）の間に、医学中央雑誌およびインディクッス・メデ

ィックスに見られた、SIDS 関連文献は和文 52 および英文 155 の合計 207 論文について

検討を加えた。本邦からは、基礎研究は相変わらず極めて少ないが、総説の数は前年に

比し多く見られ、SIDS に対する関心の高まりを示すものと評価される。疫学において

は、SIDS のリスク因子が明らかにされ、マイナリティーグループなどのよりハイリス

クグループへ、その情報を如何に伝えるかが問題とされている。また、うつ伏せ寝、煙

草などのリスク因子として知られているものの病態生理学的解明が行われつつある。病

因・病態に関しては、感染そのものではなく、サイトカイン系などを介して SIDS のリ

スクを高めていることが重要視されるようになってきた。SIDS の中心病態として知ら

れている覚醒反応の遅延に関与する脳幹部の病変の病因に関し、低酸素血症によるもの

や発達遅延によるものなどの研究がなされると共に、心拍数の変動性の周波数解析の技

術によって自律神経系の機能が評価されるようになり、ハイリスク群のスクリーニング

のみならず、基本的な病態へ一歩踏み込んだ研究となりつつある。

１．総説

　SIDS の全体像を俯瞰したいくつか

の優れた総説がある。（2948、2949、

2950、2959，2979、3017、3061）注目

すべき論文は主に法医学者の観点から

SIDS と診断された事例が後に事故や

犯罪などであることが判明する例が少

なからずあるところから、また SIDS

が除外診断であり、確たる診断の根拠

となる所見がないジレンマから、SIDS

という疾患そのものを否定する論調の

論文が見られるようになったことは注

目にあたいする。（3042、3006、3010、

3016）しかし、熱性痙攣を脳波の検査

や身体所見に特に異常が見られないと

ころから、痙攣はなかったとすること

ができないように、やがて落ち着くと

ころに落ち着く一理的な現象と理解さ

れよう。SIDS だけを取り上げる議論

よりも、乳児の全体を捉え、その中か

ら SIDS を取り出して議論する事が、

SUDI の対応およびその解明に重要で

あるとする意見は傾聴にあたいする。

（3017）

２．疫学

　日本の厚生省による疫学調査の結果

が報告されている（2947、2951、2962）。

日本を含め SIDS は増加の傾向にある

か（3091）。アジア流の子育てが SIDS

の発生頻度を下げているかの論文

（2994、3044）がみられる。リスク因

子のキャンペーンによって大幅に

SIDS の発生頻度が変化したことから、

疫学データにも大きな影響を与えてい

る。うつ伏せが減ったことは寒い時期

のより小さな子供の SIDS を減少させ

たことから季節変動がなくなり（2998、



3001、3052）、またキャンペーンの効

果がマイナリティーグループに十分の

伝わらないことから、カリフォルニア

では白人の減少率が 40％であること

に対し、黒人の減少率が 20％である

ため、黒人と白人の SIDS 発生頻度の

差が従来の 2.5 倍から、4 倍に広がっ

たことが述べられている。（3013）同

様にマイナリティーグループに対する

働きかけの問題点が取り上げられてい

る。（3036、3046）キャンペーンの効

果がもっとも明らかになったオランダ

では、1995 年にシズの発生頻度が出

生 1,000 に対して 0.26 となり、それ以

上の減少はリスク因子を減らす啓蒙に

加え、個々の指導が大切としている。

（3044）従来のうつ伏せ、母親の煙草、

母乳などのシズに関する因子は、児が

感染に罹患しているかを加味すると、

そのリスク因子の影響がさらに変わる

ことが指摘された。（3086）煙草に関

しては出生前と出生後の曝露による因

子を分ける研究が試みられ、出生後の

曝露は出生前ほど大きな影響がない可

能性が指摘され、SIDS の病因・病態

を考える上でのヒントなると指摘され

ている。（3048）

その他、双胎は体重による影響以外

SIDS の リ ス ク 因 子 で は な い こ と

（3040）オーストリーのチロル地方な

ど高度の高い所に住むほど SIDS の頻

度が高い　こと（3043）、カフェイン

より母胎のアルコール使用がリスク因

子であること（3082）、おしゃぶりが

SIDS を減少させるかどうか（3083）、

などの論文などが見られる。

３．育児環境に関する論文

　もっとも SIDS の発生頻度が低いオ

ランダにおいては、さらに低下させる

ためには、寝返りを予防する寝袋の使

用を勧めている。（3004）オーストラ

リアやニュージーランドで用いられて

いるシープスキンは、うつ伏せの場合

は SIDS の頻度を大幅に上げるが、仰

向けの場合は大きな関係はないとされ

た。（3009）タスマニア等において

1988 年から 1995 年にかけて一ヶ月時

のうつ伏せ寝と仰向け寝を比べたとこ

ろ SIDS のリスク因子とは考えられな

いと言うデータも見られている。

（3071）煙草に関しても幾つかの論文

が見られ（3006、3048、3060、3061）

また、添い寝に関しては煙草を吸う母

親はリスクとなるが、それ以外の場合

は必ずしもリスク因子とはならないこ

とが述べられている。（3097）

４．病因・病態

前年度に発表された QT 延長症候群

と SIDS の関連については、多くのコ

メントが述べられているが、否定的な

見解が多く、特にアメリカ小児科学会

の機関誌である PEDIATRICS にチー

フエディターのルーシー教授を始め、

８編の著明な小児科医らの意見が特集

の よ う に 載 せ ら れ て い る 。（3021-

3028）感染と SIDS の関係においては、

感染そのものではなく、明らかな症状

が出ないレベルでもサイトカイン系な

どを介して、覚醒反応の遅延を助長す

ることで SIDS のリスク因子となって

いる可能性が述べられている。（2997、

3007、3030、3037、3086、3087）SIDS

の中心病態として知られるようになっ

てきている覚醒反応の遅延に関与した

中枢神経系の病変に関与した多くの論

文が上げられている中（2957、2980、

3008、3029、3032、3035、3051、3063、

3073）それらの中で、妊婦の喫煙が虚

血性低酸素性侵襲を介して、児の脳幹

部のグリオーシスを起こしている



（3051）、 そ れ が 引 き 金 と な っ て

apoptosis を越しているため従来の病

理学的検索では見逃されていること

（3032）、自律神経系の異常が SIDS

のリスク因子となっている（3029）な

どが、特筆されよう。特に心拍数の変

動制の周波数分析から自律神経系を評

価する方法で、SIDS のリスク群にみ

られる閉塞性無呼吸児において、自律

神経系がコントロール群と異なった状

態および反応を示すデーターは、SIDS

の病態のみならず、その予防にもつな

がる重要な研究と評価されている。

（3029）

５．その他

　家族のサポートに関しては、本邦か

ら特集として出されていることもあり、

多くの論文が見られる。（2951、2966-

2977、3055、3064、3069）ホームモニ

タリングに関しては、（2964、3011，

3064）モニター中に死亡した症例の記

録の分析において 9 例中 7 例でアラー

ムの前後に Gasping が起こっており、

Gasping は低酸素によって起こるとこ

ろから呼吸心拍モニターではとらえな

い低酸素血症が起こっている可能性が

述べられ、今後のモニタリングにパル

スオキシメータの必要性が示唆されて

いる。（3031）SIDS のハイリスク児の

スクリーニングにおいては、心拍数の

周波数解析から自律神経系をみる可能

性（3029）と呼吸のパターンによって

周波数解析を行うと Slow Oscillation

Pattern がみられる（3066）などの文

献がある。














